
ゼロカーボンシティの実現に向けた
脱炭素型ライフスタイル促進事業
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環境経済部
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入 間 市 に つ い て
基 本 情 報

⚫人口は約14万5千人

⚫狭山茶の主産地

「色は静岡、香りは宇治よ、味は狭山でとどめさす」

⚫パーパス：心豊かでいられる、「未来の原風景」を創造し伝承する。

入間市マスコットキャラクター「いるティー」
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⚫ 入間市地球温暖化対策実行計画での中期目標は、2030年にCO2等排出量46%削減

（２０１３年比）

⚫ 市民アンケートでは半数以上が優先対策として「ライフスタイルの見直し」と回答

⚫ 持続可能な地域のためには、市民・事業者の巻き込み、一人ひとりの行動変容が不可欠

⚫ 市民にとって理解されやすい、新たな仕掛けや魅力的なインセンティブが不足
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現状の課題（環境面）
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経済産業省関東経済産業局主催プログラム「FORWARD」のモデル地域として、
2022年度に全国からスタートアップを募集！

脱炭素の可視化 市民の行動変容

入間市のパーパス実現に向けた環境経済政策（全体像）官民共創によるゼロカーボン推進

テ
ー
マ

採
択

⚫ 2023年1月～3月に実証
⚫ 624名が参加
⚫ 約2tの脱炭素に貢献

スマートフォンアプリ「SPOBY」※を
活用した行動変容の促進

※エコな移動（徒歩・自転車の移動）を
可視化・ポイント化し、地域の店舗で
特典と交換することができるアプリ
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入間市のパーパス実現に向けた環境経済政策（全体像）２０２３年度から市事業として社会実装！（目標6,000人参加）

（目標50件）地域店舗の協賛、続々決定！
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入間市のパーパス実現に向けた環境経済政策（全体像）ポップアップイベント＠イオンスタイル入間



感謝状

定量データ
└脱炭素◯ｔ
└歩数◯歩
└集客◯人

自治体

サスティナブル経営
企業群

入間市民
入間市への通勤・通学者
関係人口

企業版ふるさと納税
プロジェクト連携

入間市のパーパス実現に向けた環境経済政策（全体像）サスティナブル経営企業と市民が一体となった社会プロジェクトの発展
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【お問い合わせ】
入間市 環境経済部 エコ・クリーン政策課

   TEL：04-2964-1111 (内線4264)  
Mail：ir240500@city.iruma.lg.jp

脱炭素行動

①

③

④

②

＜寄附企業のメリット（一例）＞
① 入間市やいるまいる参画企業等との連携プロジェクトの組成
② SPOBY入間市コミュニティのバナー・LPに企業ロゴを掲載
③ 市からの感謝状に脱炭素スコア等の定量データを記載
④ 経済産業省が支援するいるまDX推進ラボへの参画



６．いるまDX推進ラボ新事業創出とウェルビーイング向上を図る「いるまDX推進ラボ」

入間市金融団

地域通貨関連企業入間市ゼロカーボン協議会 8

※経済産業省から「地域DX推進ラボ」第1弾地域として選定
（2023年4月）

農業・防災など
今後随時追加！
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